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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スキャン電極及びサスティン電極を備えるプラズマディスプレイパネルと、
　第１電圧に該当する第１エネルギーを共振により供給し、第１維持電圧を供給した後、
前記第１エネルギーを共振により回収する第１エネルギー供給部と、
　前記第１電圧と反対極性の第２電圧に該当する第２エネルギーを共振により供給し、前
記第１維持電圧と反対極性の第２維持電圧を供給した後、前記第２エネルギーを共振によ
り回収する第２エネルギー供給部と、
　前記第１エネルギーを前記スキャン電極に供給し前記第２エネルギーを前記サスティン
電極に供給するようにし、前記第１維持電圧を前記スキャン電極に供給すると共に、同時
に前記第２維持電圧を前記サスティン電極に供給するようにし、前記第１エネルギーを前
記サスティン電極に供給し前記第２エネルギーを前記スキャン電極に供給するようにし、
前記第１維持電圧を前記サスティン電極に供給すると共に、同時に前記第２維持電圧を前
記スキャン電極に供給するようにする経路形成部と、を備え、
　前記第１エネルギー供給部は、
　ａ）第１電圧に該当するエネルギーを格納するエネルギー格納部と、前記第１電圧に該
当するエネルギーを供給する経路を形成する第１スイッチと、前記第１電圧に該当するエ
ネルギーを回収する経路を形成する第２スイッチと、共振により前記第１電圧に該当する
エネルギーが供給又は回収されるようにする第１インダクタとを備える前記第１供給回収
部と、
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　ｂ）前記第１維持電圧を印加する第３スイッチと、前記第１電圧に該当するエネルギー
が回収された後、グラウンドレベルの電圧を印加する第４スイッチとを備える第１電圧印
加部と、を備え、
　前記第２エネルギー供給部は、
　ａ）前記第２電圧に該当するエネルギーを格納するエネルギー格納部と、前記第２電圧
に該当するエネルギーを供給する経路を形成する第１２スイッチと、前記第２電圧に該当
するエネルギーを回収する経路を形成する第１１スイッチと、共振により第２電圧に該当
するエネルギーが供給又は回収されるようにする第２インダクタとを備える第２供給回収
部と、
　ｂ）前記第２維持電圧を印加する第１０スイッチと、前記第２電圧に該当するエネルギ
ーが回収された後、グラウンドレベルの電圧を印加する第９スイッチとを備える第２電圧
印加部と、を備え、
　前記経路形成部は、
　ａ）前記第１エネルギーを前記スキャン電極に供給又は回収し、前記第１維持電圧又は
グラウンドレベルの電圧を前記スキャン電極に印加する第５スイッチと、
　ｂ）前記第２エネルギーを前記サスティン電極に供給又は回収し、前記第２維持電圧又
はグラウンドレベルの電圧を前記サスティン電極に印加する第８スイッチと、
　ｃ）前記第１エネルギーを前記サスティン電極に供給又は回収し、前記第１維持電圧又
はグラウンドレベルの電圧を前記サスティン電極に印加する第７スイッチと、
　ｄ）前記第２エネルギーを前記スキャン電極に供給又は回収し、前記第２維持電圧又は
グラウンドレベルの電圧を前記スキャン電極に印加する第６スイッチと、　を備えること
を特徴とするプラズマディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記第１エネルギー供給部は、
　サスティン電圧の０．５倍である第１維持電圧を供給し、
　前記第２エネルギー供給部は、
　負のサスティン電圧の０．５倍である第２維持電圧を供給することを特徴とする、請求
項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記第５スイッチは、前記スキャン電極と接続された一端と、前記第１エネルギー供給
部と接続された他端とからなり、
　前記第８スイッチは、前記サスティン電極と接続された一端と、前記第２エネルギー供
給部と接続された他端とからなり、
　前記第７スイッチは、前記サスティン電極と接続された一端と、前記第５スイッチの他
端と接続された他端とからなり、
　前記第６スイッチは、前記スキャン電極と接続された一端と、前記第８スイッチの他端
と接続された他端とからなることを特徴とする、請求項１に記載のプラズマディスプレイ
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プラズマディスプレイ装置及びその駆動方法に関し、さらに詳細には、エネ
ルギー回収回路を備えるプラズマディスプレイ装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、フラットパネルディスプレイ装置には、ＬＣＤ、ＦＥＤ、誘起ＥＬ、プラズマ
ディスプレイ装置などのような様々な種類があり、特に、プラズマディスプレイ装置とは
、ソーダ石灰（Soda-lime）ガラスからなる前面基板と後面基板との間に存在する不活性
ガスが高周波電圧により放電される際、真空紫外線（Vacuum Ultraviolet rays）が発生
して、内部に形成された蛍光体を発光させて画像を具現する装置のことである。
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【０００３】
　一般に、プラズマディスプレイパネル（Plasma Display Panel）は、Ｈｅ＋Ｘｅまたは
Ｎｅ＋Ｘｅの不活性混合ガスの放電の際発生する１４７ｎｍの紫外線により蛍光体を発光
させることによって、文字またはグラフィックを含む画像をディスプレイする。
【０００４】
　図１は、通常のプラズマディスプレイパネルの構造を示した斜視図である。図１に示さ
れているように、プラズマディスプレイパネルは、上部基板１０上に形成されたスキャン
電極１２Ａ及びサスティン電極１２Ｂと、下部基板１８上に形成されたアドレス電極２０
を備える。
【０００５】
　スキャン電極１２Ａとサスティン電極１２Ｂの各々は、透明電極及びバス電極を備える
。透明電極は、インジウムスズ酸化物（Indium-Tin-Oxide: ITO）からなる。バス電極は
、抵抗を減らすために金属からなる。
【０００６】
スキャン電極１２Ａとサスティン電極１２Ｂとが形成された上部基板１０には、上部誘電
体層１４と保護膜１６とが積層される。
【０００７】
　上部誘電体層１４には、プラズマ放電の際発生した壁電荷が蓄積される。保護膜１６は
、プラズマ放電の際発生したスパッタリングによる上部誘電体層１４の損傷を防止すると
共に、２次電子の放出効率を上げる役割を果たす。保護膜１６は、通常酸化マグネシウム
（ＭｇＯ）からなる。
【０００８】
　一方、アドレス電極２０が形成された下部基板１８上には、下部誘電体層２２と隔壁２
４とが形成される。下部誘電体層２２と隔壁２４との表面には、蛍光体層２６が塗布され
る。
【０００９】
　アドレス電極２０は、スキャン電極１２Ａ及びサスティン電極１２Ｂと交差する方向に
形成される。隔壁２４は、アドレス電極２０に隣接して形成されて、放電により生成され
た紫外線及び可視光が、隣接した放電セルに漏れることを防止する。
【００１０】
　蛍光体層２６は、プラズマ放電の際発生した紫外線により励起されて、赤色、緑色また
は青色のうち、いずれかの可視光線を発生する。上/下部基板１０、１８と隔壁２４との
間に設けられた放電セルの放電空間には、放電のためのＨｅ＋ＸｅまたはＮｅ＋Ｘｅなど
の不活性混合ガスが注入される。
【００１１】
　図２は、従来のプラズマディスプレイ装置のエネルギー回収回路であり、図３は、従来
のエネルギー回収回路の動作に伴うサスティンパルスのタイミングチャートである。
　従来のエネルギー回収回路は、大きく４ステップの動作手順に従って作動する。
【００１２】
　第１ステップでは、スキャン電極用エネルギー回収回路２１０に含まれたスキャン電極
用第１スイッチＱ１とサスティン電極用第４スイッチＱ４´とがターンオンされ、スキャ
ン電極用第２スイッチないし第４スイッチＱ２、Ｑ３、Ｑ４とサスティン電極用第１スイ
ッチないし第３スイッチＱ１´、Ｑ２´、Ｑ３´とはターンオフされる。
【００１３】
　これにより、図３に示しているように、キャパシタＣｓ１に格納されていたエネルギー
がコイルＬ１の共振によりパネルＣｐに供給されながら、スキャン電極での電圧（以下、
「ＶＰＹ」と記す）が上昇する。
　次に、第２ステップでは、スキャン電極用第２スイッチＳ２がターンオンされ、サステ
ィン電極用第４スイッチＱ４´がターンオン状態を維持し、スキャン電極用第１スイッチ
Ｑ１、スキャン電極用第３スイッチＱ３及びスキャン電極用第４スイッチＱ４がターンオ
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フされる。これに伴い、ＶＰＹは、サスティン電圧Ｖｓを維持する。
【００１４】
　この後、第３ステップでは、スキャン電極用第３スイッチＱ３がターンオンされ、サス
ティン電極用第４スイッチＱ４´がターンオン状態を維持し、スキャン電極用第１スイッ
チＱ１、スキャン電極用第３スイッチＱ３及びスキャン電極用第４スイッチＱ４はターン
オフされる。
【００１５】
　これにより、キャパシタＣｐに格納されていたエネルギーがコイルＬ１の共振によりキ
ャパシタＣｓ１に放電されながら、エネルギーが回収され、ＶＰＹは降下する。
【００１６】
　最後に、第４ステップでは、スキャン電極用第４スイッチＱ４がターンオンされ、サス
ティン電極用第４スイッチＱ４´がターンオン状態を維持し、スキャン電極用第１スイッ
チＱ１、スキャン電極用第２スイッチＱ２及びスキャン電極用第３スイッチＱ３はターン
オフされる。これにより、ＶＰＹはグラウンドレベルになる。
【００１７】
　このような過程を経てから、スキャン電極にサスティンパルスが印加される。
　一方、サスティン電極にサスティンパルスが印加される過程において、サスティン電極
用第１乃至第４スイッチＱ１'～Ｑ４´の動作手順は、前に説明したサスティン電極用第
１乃至第４スイッチＱ１～Ｑ４の動作手順と同じである。
【００１８】
　このような従来のエネルギー回収回路は、高電圧のサスティン電圧を利用するので、従
来のエネルギー回収回路を構成する各素子の正格電圧が高くなければならなかった。した
がって、従来のエネルギー回収回路を構成するためには、高コストの素子を使用しなけれ
ばならなかった。このような高コストの素子使用は、プラズマディスプレイ装置の製造原
価を上昇させるという問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　そこで、本発明は、上述した従来の問題を解決するためになされたものであって、その
目的は、プラズマディスプレイ装置及びその駆動方法、さらに詳細には、エネルギー回収
回路を備えるプラズマディスプレイ装置の駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　上述の課題を解決するため、本発明のプラズマディスプレイ装置は、スキャン電極及び
サスティン電極を備えるプラズマディスプレイパネルと、第１電圧に該当する第１エネル
ギーを共振により供給し、第１維持電圧を供給した後、前記第１エネルギーを共振により
回収する第１エネルギー供給部と、前記第１電圧と反対極性の第２電圧に該当する第２エ
ネルギーを共振により供給し、前記第１維持電圧と反対極性の第２維持電圧を供給した後
、　前記第２エネルギーを共振により回収する第２エネルギー供給部と、前記第１エネル
ギーが前記スキャン電極に供給され、前記第２エネルギーが前記サスティン電極に供給さ
れるようにし、前記第１維持電圧が前記スキャン電極に供給され、前記第２維持電圧が前
記サスティン電極に供給されるようにし、前記第１エネルギーが前記サスティン電極に供
給され、前記第２エネルギーが前記スキャン電極に供給されるようにし、前記第１維持電
圧が前記サスティン電極に供給され、前記第２維持電圧が前記スキャン電極に供給される
ようにする経路形成部とを備える。
【００２１】
　また、本発明のプラズマディスプレイ装置は、スキャン電極及びサスティン電極を備え
るプラズマディスプレイパネルと、第１電圧に該当する第１エネルギーを共振により供給
し、第１維持電圧を供給した後、前記第１エネルギーを共振により回収する第１エネルギ
ー供給部と、前記第１電圧と反対極性の第２電圧に該当する第２エネルギーを共振により
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供給し、前記第１維持電圧と反対極性の第２維持電圧を供給した後、前記第２エネルギー
を共振により回収する第２エネルギー供給部と、前記第１維持電圧又はグラウンドレベル
の電圧を印加する第１電圧維持部と、前記第２維持電圧又はグラウンドレベルの電圧を印
加する第２電圧維持部と、前記第１エネルギーが前記スキャン電極に供給され、前記第２
エネルギーが前記サスティン電極に供給されるようにし、前記第１維持電圧が、前記第１
エネルギー供給部又は前記第１電圧維持部のうち、少なくとも１つ以上から前記スキャン
電極に供給され、前記第２維持電圧が、前記第２エネルギー供給部又は前記第２電圧維持
部のうち、少なくとも１つ以上から前記サスティン電極に供給されるようにし、前記第１
エネルギーが前記サスティン電極に供給され、前記第２エネルギーが前記スキャン電極に
供給されるようにし、前記第１維持電圧が、前記第１エネルギー供給部又は前記第１電圧
維持部のうち、少なくとも１つ以上から前記サスティン電極に供給され、前記第２維持電
圧が、前記第２エネルギー供給部又は前記第２電圧維持部のうち、少なくとも１つ以上か
ら前記スキャン電極に供給されるようにする経路形成部とを備える。
【００２２】
　また、本発明に係るプラズマディスプレイ装置の駆動方法は、前記第１エネルギーが前
記スキャン電極に供給されるように経路を形成し、前記第２エネルギーが前記サスティン
電極に供給されるように経路を形成するステップと、前記第１維持電圧を前記スキャン電
極に供給するように経路を形成し、前記第２維持電圧を前記サスティン電極に供給するよ
うに経路を形成するステップと、前記第１エネルギーを前記スキャン電極から回収し、前
記第２エネルギーを前記サスティン電極から回収するための経路を形成するステップと、
グラウンドレベルの電圧が前記スキャン電極に印加され、グラウンドレベルの電圧が前記
サスティン電極に印加されるように経路を形成するステップと、前記第１エネルギーが前
記サスティン電極に供給されるように経路を形成し、前記第２エネルギーが前記スキャン
電極に供給されるように経路を形成するステップと、前記第１維持電圧を前記サスティン
電極に供給するように経路を形成し、前記第２維持電圧を前記スキャン電極に供給するよ
うに経路を形成するステップと、前記第１エネルギーを前記サスティン電極から回収し、
前記第２エネルギーを前記スキャン電極から回収するための経路を形成するステップと、
グラウンドレベルの電圧が前記サスティン電極に印加され、グラウンドレベルの電圧が前
記スキャン電極に印加されるように経路を形成するステップとを備える。
【００２３】
　本発明は、相対的に低い正格電圧を使用することによって、低コストの素子を備えて製
造原価を下げることができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明は、相対的に低い正格電圧を使用することによって、低コストの素子を備えて製
造原価を下げることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、添付の図面に基づいて本発明の好適な実施形態を詳述する。
本発明に係るフラットパネルディスプレイ装置は、ディスプレイパネルと、前記ディスプ
レイパネルの背面に設置されたフレームと、前記ディスプレイパネルと前記フレームとの
間の面に形成された少なくとも２つ以上の熱導電性シートとを備え、前記熱導電性シート
は、所定の間隔で分離して離隔されていることを特徴とする。本発明のプラズマディスプ
レイ装置は、スキャン電極及びサスティン電極を備えるプラズマディスプレイパネルと、
第１電圧に該当する第１エネルギーを共振により供給し、第１維持電圧を供給した後、前
記第１エネルギーを共振により回収する第１エネルギー供給部と、前記第１電圧と反対極
性の第２電圧に該当する第２エネルギーを共振により供給し、前記第１維持電圧と反対極
性の第２維持電圧を供給した後、前記第２エネルギーを共振により回収する第２エネルギ
ー供給部と、前記第１エネルギーが前記スキャン電極に供給され、前記第２エネルギーが
前記サスティン電極に供給されるようにし、前記第１維持電圧が前記スキャン電極に供給
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され、前記第２維持電圧が前記サスティン電極に供給されるようにし、前記第１エネルギ
ーが前記サスティン電極に供給され、前記第２エネルギーが前記スキャン電極に供給され
るようにし、前記第１維持電圧が前記サスティン電極に供給され、前記第２維持電圧が前
記スキャン電極に供給されるようにする経路形成部とを備える。
【００２６】
　前記第１エネルギー供給部は、前記第１維持電圧の０．５倍である第１電圧に該当する
エネルギーを供給又は回収することを特徴とする。
【００２７】
　前記第２エネルギー供給部は、前記第２維持電圧の０．５倍である第２電圧に該当する
エネルギーを供給又は回収することを特徴とする。
【００２８】
　前記第１エネルギー供給部は、サスティン電圧の０．５倍である第１維持電圧を供給し
、前記第２エネルギー供給部は、負のサスティン電圧の０．５倍である第２維持電圧を供
給することを特徴とする。
【００２９】
　前記第１エネルギー供給部は、ａ）第１電圧に該当するエネルギーを格納するエネルギ
ー格納部と、前記第１電圧に該当するエネルギーを供給する経路を形成する第１スイッチ
と、前記第１電圧に該当するエネルギーを回収する経路を形成する第２スイッチと、共振
により前記第１電圧に該当するエネルギーが供給又は回収されるようにする第１インダク
タとを備える前記第１供給回収部と、ｂ）前記第１維持電圧を印加する第３スイッチと、
前記第１電圧に該当するエネルギーが回収された後、グラウンドレベルの電圧を印加する
第４スイッチとを備える第１電圧印加部とを備えることを特徴とする。
【００３０】
　前記第２エネルギー供給部は、ａ）前記第２電圧に該当するエネルギーを格納するエネ
ルギー格納部と、前記第２電圧に該当するエネルギーを供給する経路を形成する第１２ス
イッチと、前記第２電圧に該当するエネルギーを回収する経路を形成する第１１スイッチ
と、共振により第２電圧に該当するエネルギーが供給又は回収されるようにする第２イン
ダクタとを備える第２供給回収部と、ｂ）前記第２維持電圧を印加する第１０スイッチと
、前記第２電圧に該当するエネルギーが回収された後、グラウンドレベルの電圧を印加す
る第９スイッチとを備える第２電圧印加部とを備える。
【００３１】
　前記経路形成部は、ａ）前記第１エネルギーを前記スキャン電極に供給又は回収し、前
記第１維持電圧又はグラウンドレベルの電圧を前記スキャン電極に印加する第５スイッチ
と、ｂ）前記第２エネルギーを前記サスティン電極に供給又は回収し、前記第２維持電圧
又はグラウンドレベルの電圧を前記サスティン電極に印加する第８スイッチと、ｃ）前記
第１エネルギーを前記サスティン電極に供給又は回収し、前記第１維持電圧又はグラウン
ドレベルの電圧を前記サスティン電極に印加する第７スイッチと、ｄ）前記第２エネルギ
ーを前記スキャン電極に供給又は回収し、前記第２維持電圧又はグラウンドレベルの電圧
を前記スキャン電極に印加する第６スイッチとを備えることを特徴とする。
【００３２】
　前記第５スイッチは、前記スキャン電極と接続された一端と、前記第１エネルギー供給
部と接続された他端とからなり、前記第８スイッチは、前記サスティン電極と接続された
一端と、前記第２エネルギー供給部と接続された他端とからなり、前記第７スイッチは、
前記サスティン電極と接続された一端と、前記第５スイッチの他端と接続された他端とか
らなり、前記第６スイッチは、前記スキャン電極と接続された一端と、前記第８スイッチ
の他端と接続された他端とからなることを特徴とする。
【００３３】
　本発明のプラズマディスプレイ装置は、スキャン電極及びサスティン電極を備えるプラ
ズマディスプレイパネルと、第１電圧に該当する第１エネルギーを共振により供給し、第
１維持電圧を供給した後、前記第１エネルギーを共振により回収する第１エネルギー供給
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部と、前記第１電圧と反対極性の第２電圧に該当する第２エネルギーを共振により供給し
、前記第１維持電圧と反対極性の第２維持電圧を供給した後、前記第２エネルギーを共振
により回収する第２エネルギー供給部と、前記第１維持電圧又はグラウンドレベルの電圧
を印加する第１電圧維持部と、前記第２維持電圧又はグラウンドレベルの電圧を印加する
第２電圧維持部と、前記第１エネルギーが前記スキャン電極に供給され、前記第２エネル
ギーが前記サスティン電極に供給されるようにし、前記第１維持電圧が、前記第１エネル
ギー供給部又は前記第１電圧維持部のうち、少なくとも１つ以上から前記スキャン電極に
供給され、前記第２維持電圧が、前記第２エネルギー供給部又は前記第２電圧維持部のう
ち、少なくとも１つ以上から前記サスティン電極に供給されるようにし、前記第１エネル
ギーが前記サスティン電極に供給され、前記第２エネルギーが前記スキャン電極に供給さ
れるようにし、前記第１維持電圧が、前記第１エネルギー供給部又は前記第１電圧維持部
のうち、少なくとも１つ以上から前記サスティン電極に供給され、前記第２維持電圧が、
前記第２エネルギー供給部又は前記第２電圧維持部のうち、少なくとも１つ以上から前記
スキャン電極に供給されるようにする経路形成部とを備えることを特徴とする。
【００３４】
　前記第１エネルギー供給部は、前記第１維持電圧の０．５倍である第１電圧に該当する
エネルギーを供給又は回収することを特徴とする。
【００３５】
　前記第２エネルギー供給部は、前記第２維持電圧の０．５倍である第２電圧に該当する
エネルギーを供給又は回収することを特徴とする。
【００３６】
　前記第１エネルギー供給部及び前記第１電圧維持部は、サスティン電圧の０．５倍であ
る第１維持電圧を供給し、前記第２エネルギー供給部及び前記第２電圧維持部は、負のサ
スティン電圧の０．５倍である第２維持電圧を供給することを特徴とする。
【００３７】
　前記経路形成部は、ａ）前記第１エネルギーを前記スキャン電極に供給又は回収し、前
記第１維持電圧又はグラウンドレベルの電圧を前記スキャン電極に印加する第５スイッチ
と、ｂ）前記第２エネルギーを前記サスティン電極に供給又は回収し、前記第２維持電圧
又はグラウンドレベルの電圧を前記サスティン電極に印加する第８スイッチと、ｃ）前記
第１エネルギーを前記サスティン電極に供給又は回収し、前記第１維持電圧又はグラウン
ドレベルの電圧を前記サスティン電極に印加する第７スイッチとｄ）前記第２エネルギー
を前記スキャン電極に供給又は回収し、前記第２維持電圧又はグラウンドレベルの電圧を
前記スキャン電極に印加する第６スイッチとを備えることを特徴とする。
【００３８】
　前記第５スイッチは、前記スキャン電極と接続された一端と、前記第１エネルギー供給
部及び第１電圧維持部と共通に接続された他端とからなり、前記第８スイッチは、前記サ
スティン電極と接続された一端と、前記第２エネルギー供給部及び第２電圧維持部と共通
に接続された他端とからなり、前記第７スイッチは、前記サスティン電極と接続された一
端と、前記第５スイッチの他端及び前記第１電圧維持部と共通に接続された他端とからな
り、前記第６スイッチは、前記スキャン電極と接続された一端と、前記第８スイッチの他
端及び前記第２電圧維持部と共通に接続された他端とからなることを特徴とする。
【００３９】
　前記第１電圧維持部は、前記第１維持電圧の印加のための経路を形成する第１６スイッ
チＭ１６と、グラウンドレベルの電圧を印加のための経路を形成する第１５スイッチＭ１
５とを備えることを特徴とする。
【００４０】
　前記第２電圧維持部は、第１維持電圧Ｖ１の印加のための経路を形成する第１３スイッ
チと、グラウンドレベルの電圧を印加のための経路を形成する第１４スイッチとを備える
ことを特徴とする。
【００４１】
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　本発明に係るプラズマディスプレイ装置の駆動方法は、前記第１エネルギーが前記スキ
ャン電極に供給されるように経路を形成し、前記第２エネルギーが前記サスティン電極に
供給されるように経路を形成するステップと、前記第１維持電圧を前記スキャン電極に供
給するように経路を形成し、前記第２維持電圧を前記サスティン電極に供給するように経
路を形成するステップと、前記第１エネルギーを前記スキャン電極から回収し、前記第２
エネルギーを前記サスティン電極から回収するための経路を形成するステップと、グラウ
ンドレベルの電圧が前記スキャン電極に印加され、グラウンドレベルの電圧が前記サステ
ィン電極に印加されるように経路を形成するステップと、前記第１エネルギーが前記サス
ティン電極に供給されるように経路を形成し、前記第２エネルギーが前記スキャン電極に
供給されるように経路を形成するステップと、前記第１維持電圧を前記サスティン電極に
供給するように経路を形成し、前記第２維持電圧を前記スキャン電極に供給するように経
路を形成するステップと、前記第１エネルギーを前記サスティン電極から回収し、前記第
２エネルギーを前記スキャン電極から回収するための経路を形成するステップと、グラウ
ンドレベルの電圧が前記サスティン電極に印加され、グラウンドレベルの電圧が前記スキ
ャン電極に印加されるように経路を形成するステップとを備えることを特徴とする。
【００４２】
　前記第１電圧は、前記第１維持電圧の０．５倍であることを特徴とする。
【００４３】
　前記第２電圧は、前記第２維持電圧の０．５倍であることを特徴とする。
【００４４】
　前記第１維持電圧は、正のサスティン電圧の０．５倍であり、前記第２維持電圧は、負
のサスティン電圧の０．５倍であることを特徴とする。
【００４５】
　以下では、本発明に係る具体的な実施の形態を添付した図面を参照して説明する。
＜第１実施形態＞
【００４６】
　図４は、本発明の第１実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の回路図である。図
４に示されているように、本発明の第１実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置は、
プラズマディスプレイパネルと、第１エネルギー供給部４００と、第２エネルギー供給部
４１０と、経路形成部４２０とを備える。
【００４７】
　プラズマディスプレイパネルは、スキャン電極Ｙ及びサスティン電極Ｚを備える。
　第１エネルギー供給部４００は、第１電圧に該当する第１エネルギーを共振により供給
し、第１維持電圧Ｖ１を供給した後、前記第１エネルギーを共振により回収する。この時
、第１電圧は第１維持電圧Ｖ１の０．５倍に該当することが好ましく、第１維持電圧Ｖ１
は、サスティン放電を起こすサスティン電圧Ｖｓの０．５倍に該当することが好ましい。
【００４８】
　このような第１エネルギー供給部４００は、第１供給回収部４０１及び第１電圧印加部
４０３を備える。第１供給回収部４０１は、第１電圧に該当するエネルギーを格納するエ
ネルギー格納部Ｃ１と、第１電圧に該当するエネルギーを供給する経路を形成する第１ス
イッチＭ１と、第１電圧に該当するエネルギーを回収する経路を形成する第２スイッチＭ
２と、共振により第１電圧に該当するエネルギーが供給又は回収されるようにする第１イ
ンダクタＬ１とを備える。第１電圧印加部４０３は、第１維持電圧Ｖ１を印加する第３ス
イッチＭ３と、第１電圧に該当するエネルギーが回収された後、グラウンドレベルの電圧
を印加する第４スイッチＭ４とを備える。
【００４９】
　第２エネルギー供給部４１０は、第１電圧と反対極性の第２電圧に該当する第２エネル
ギーを共振により供給し、第１維持電圧Ｖ１と反対極性の第２維持電圧Ｖ２を供給した後
、第２エネルギーを共振により回収する。この時、第２電圧は、第２維持電圧Ｖ２の０．
５倍に該当することが好ましく、第２維持電圧Ｖ２は、サスティン放電を起こす負のサス
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ティン電圧（－Ｖｓ）の０．５倍に該当することが好ましい。
【００５０】
　このような第２エネルギー供給部４１０は、第２供給回収部４１１及び第２電圧印加部
４１３を備える。第２供給回収部４１１は、第２電圧に該当するエネルギーを格納するエ
ネルギー格納部Ｃ２と、第２電圧に該当するエネルギーを供給する経路を形成する第１２
スイッチＭ１２と、第２電圧に該当するエネルギーを回収する経路を形成する第１１スイ
ッチＭ１１と、共振により第２電圧に該当するエネルギーが供給又は回収されるようにす
る第２インダクタＬ２とを備える。第２電圧印加部４１３は、第２維持電圧Ｖ２を印加す
る第１０スイッチＭ１０と、第２電圧に該当するエネルギーが回収された後、グラウンド
レベルの電圧を印加する第９スイッチＭ９とを備える。
【００５１】
　経路形成部４２０は、第１エネルギーがスキャン電極Ｙに供給され、第２エネルギーが
サスティン電極Ｚに供給されるようにし、第１維持電圧Ｖ１がスキャン電極Ｙに供給され
、同時に第２維持電圧Ｖ２がサスティン電極Ｚに供給されるようにし、第１エネルギーが
サスティン電極Ｚに供給され、第２エネルギーがスキャン電極Ｙに供給されるようにし、
第１維持電圧Ｖ１がサスティン電極Ｚに供給され、同時に第２維持電圧Ｖ２がスキャン電
極Ｙに供給されるようにする。
【００５２】
　このような経路形成部４２０は、第１エネルギーをスキャン電極Ｙに供給又は回収し、
第１維持電圧Ｖ１またはグラウンドレベルの電圧をスキャン電極Ｙに印加する第５スイッ
チＭ５と、第２エネルギーをサスティン電極Ｚに供給又は回収し、第２維持電圧Ｖ２また
はグラウンドレベルの電圧をサスティン電極Ｚに印加する第８スイッチＭ８と、第１エネ
ルギーをサスティン電極Ｚに供給又は回収し、第１維持電圧Ｖ１またはグラウンドレベル
の電圧をサスティン電極Ｚに印加する第７スイッチＭ７と、第２エネルギーをスキャン電
極Ｙに供給又は回収し、第２維持電圧Ｖ２またはグラウンドレベルの電圧をスキャン電極
Ｙに印加する第６スイッチＭ６とを備える。
【００５３】
　第５スイッチＭ５は、スキャン電極Ｙと接続された一端と、第１エネルギー供給部４０
０と接続された他端とからなる。第８スイッチＭ８は、サスティン電極Ｚと接続された一
端と、第２エネルギー供給部４１０と接続された他端とからなる。第７スイッチＭ７は、
サスティン電極Ｚと接続された一端と、第５スイッチＭ５の他端と接続された他端とから
なる。第６スイッチＭ６は、スキャン電極Ｙと接続された一端と、第８スイッチＭ８の他
端と接続された他端とからなる。
【００５４】
　次に、図面を参照し、本発明の第１実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の動作
を詳細に説明する。
【００５５】
　図５は、本発明の第１実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の動作に伴うタイミ
ングチャートである。
【００５６】
　第１エネルギー供給部４００がＶｓ／４の電圧で充電されており、第２エネルギー供給
部４１０が－Ｖｓ／４の電圧で充電されているとする。
　第１ステップＳ１では、第１エネルギー供給部４００の第１スイッチＭ１と経路形成部
４２０の第５スイッチＭ５とがターンオンし、第２エネルギー供給部４１０の第１２スイ
ッチＭ１２と経路形成部４２０の第８スイッチＭ８とがターンオンする。これにより、第
１エネルギー格納部Ｃ１と第２エネルギー格納部Ｃ２とに格納されていた第１エネルギー
と第２エネルギーとが、各々第１インダクタＬと第２インダクタＬ２との共振によりスキ
ャン電極Ｙ及びサスティン電極Ｚに供給される。したがって、スキャン電極Ｙの電圧は、
Ｖｓ/２に上昇し、サスティン電極Ｚの電圧は、－Ｖｓ/２に下降する。
【００５７】
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　第２ステップＳ２では、第１エネルギー供給部４００の第３スイッチＭ３と経路形成部
４２０の第５スイッチＭ５とがターンオンされ、第２エネルギー供給部４１０の第１０ス
イッチＭ１０と経路形成部４２０の第８スイッチＭ８とがターンオンされる。これにより
、スキャン電極ＹにＶｓ/２の電圧が維持され、サスティン電極Ｚに－Ｖｓ/２の電圧が維
持される。
【００５８】
　第３ステップＳ３では、第１エネルギー供給部４００の第２スイッチＭ２と経路形成部
４２０の第５スイッチＭ５とがターンオンし、第２エネルギー供給部４１０の第１１スイ
ッチＭ１１と経路形成部４２０の第８スイッチＭ８とがターンオンする。これにより、第
１エネルギーと第２エネルギーとが各々第１インダクタＬと第２インダクタＬ２との共振
により、スキャン電極Ｙ及びサスティン電極Ｚから第１エネルギー格納部Ｃ１及び第２エ
ネルギー格納部Ｃ２に回収される。したがって、スキャン電極Ｙとサスティン電極Ｚとの
電圧は、グラウンドレベルに下降する。
【００５９】
　第４ステップＳ４では、第１エネルギー供給部４００の第４スイッチＭ４と経路形成部
４２０の第５スイッチＭ５とがターンオンされ、第２エネルギー供給部４１０の第９スイ
ッチＭ９と経路形成部４２０の第８スイッチＭ８とがターンオンされる。これにより、ス
キャン電極Ｙ及びサスティン電極Ｚの電圧は、グラウンドレベルに維持される。
【００６０】
　第５ステップＳ５では、第１エネルギー供給部４００の第１スイッチＭ１と経路形成部
４２０の第７スイッチＭ７とがターンオンし、第２エネルギー供給部４１０の第１２スイ
ッチＭ１２と経路形成部４２０の第６スイッチＭ６とがターンオンする。これにより、第
１エネルギー格納部Ｃ１と第２エネルギー格納部Ｃ２とに格納されていた第１エネルギー
と第２エネルギーとが、各々第１インダクタＬと第２インダクタＬ２との共振により、サ
スティン電極Ｚ及びスキャン電極Ｙに供給される。したがって、スキャン電極Ｙの電圧は
、－Ｖｓ/２に下降し、サスティン電極Ｚの電圧は、Ｖｓ/２に上昇する。
【００６１】
　第６ステップＳ６では、第１エネルギー供給部４００の第３スイッチＭ３と経路形成部
４２０の第７スイッチＭ７とがターンオンされ、第２エネルギー供給部４１０の第１０ス
イッチＭ１０と経路形成部４２０の第６スイッチＭ８とがターンオンされる。これにより
、スキャン電極Ｙに－Ｖｓ/２の電圧が維持され、サスティン電極ＺにＶｓ/２の電圧が維
持される。
【００６２】
　第７ステップＳ７では、第１エネルギー供給部４００の第２スイッチＭ２と経路形成部
４２０の第７スイッチＭ７とがターンオンし、第２エネルギー供給部４１０の第１１スイ
ッチＭ１１と経路形成部４２０の第６スイッチＭ６とがターンオンする。これにより、第
１エネルギーと第２エネルギーとが各々第１インダクタＬと第２インダクタＬ２との共振
により、サスティン電極Ｚ及びスキャン電極Ｚから第１エネルギー格納部Ｃ１及び第２エ
ネルギー格納部Ｃ２に回収される。したがって、スキャン電極Ｙとサスティン電極Ｚとの
電圧は、グラウンドレベルに下降する。
【００６３】
　第８ステップＳ８では、第１エネルギー供給部４００の第４スイッチＭ４と経路形成部
４２０の第７スイッチＭ７とがターンオンされ、第２エネルギー供給部４１０の第９スイ
ッチＭ９と経路形成部４２０の第６スイッチＭ６とがターンオンされる。これにより、ス
キャン電極Ｙ及びサスティン電極Ｚとの電圧は、グラウンドレベルに維持される。
【００６４】
　以上説明したように、従来のプラズマディスプレイ装置では、サスティン電圧Ｖｓのよ
うな高電圧が使用されたが、本発明のプラズマディスプレイ装置では、Ｖｓ/２の電圧が
使用される。したがって、相対的に低コストの素子が用いられることによって、製造原価
が低くなる。



(11) JP 4699146 B2 2011.6.8

10

20

30

40

50

＜第２実施形態＞
【００６５】
　図６は、本発明の第２実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の回路図である。図
６に示されているように、本発明の第２実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置は、
プラズマディスプレイパネルと、第１エネルギー供給部４００と、第２エネルギー供給部
４１０と、第１電圧維持部４３０と、第２電圧維持部４４０と、経路形成部４２０とを備
える。
【００６６】
　プラズマディスプレイパネルは、スキャン電極Ｙ及びサスティン電極Ｚを備える。
【００６７】
　第１エネルギー供給部４００は、第１電圧に該当する第１エネルギーを共振により供給
し、第１維持電圧Ｖ１を供給した後、前記第１エネルギーを共振により回収する。この時
、第１電圧は第１維持電圧Ｖ１の０．５倍に該当することが好ましく、第１維持電圧Ｖ１
は、サスティン放電を起こすサスティン電圧Ｖｓの０．５倍に該当することが好ましい。
【００６８】
　このような第１エネルギー供給部４００は、第１供給回収部４０１及び第１電圧印加部
４０３を備える。第１供給回収部４０１は、第１電圧に該当するエネルギーを格納するエ
ネルギー格納部Ｃ１と、第１電圧に該当するエネルギーを供給する経路を形成する第１ス
イッチＭ１と、第１電圧に該当するエネルギーを回収する経路を形成する第２スイッチＭ
２と、共振により第１電圧に該当するエネルギーが供給又は回収されるようにする第１イ
ンダクタＬとを備える。第１電圧印加部４０３は、第１維持電圧Ｖ１を印加する第３スイ
ッチＭ３と、第１電圧に該当するエネルギーが回収された後、グラウンドレベルの電圧を
印加する第４スイッチＭ４とを備える。
【００６９】
第２エネルギー供給部４１０は、第１電圧と反対極性の第２電圧に該当する第２エネルギ
ーを共振により供給し、第１維持電圧Ｖ１と反対極性の第２維持電圧Ｖ２を供給した後、
第２エネルギーを共振により回収する。この時、第２電圧は、第２維持電圧Ｖ２の０．５
倍に該当することが好ましく、第２維持電圧Ｖ２は、サスティン放電を起こす負のサステ
ィン電圧－Ｖｓの０．５倍に該当することが好ましい。
【００７０】
このような第２エネルギー供給部４００は、第１供給回収部４０１及び第１電圧印加部４
０３を備える。第２供給回収部４１１は、第２電圧に該当するエネルギーを格納するエネ
ルギー格納部Ｃ２と、第２電圧に該当するエネルギーを供給する経路を形成する第１２ス
イッチＭ１２と、第２電圧に該当するエネルギーを回収する経路を形成する第１１スイッ
チＭ１１と、共振により第２電圧に該当するエネルギーが供給又は回収されるようにする
第２インダクタＬ２とを備える。第２電圧印加部４１３は、第２維持電圧Ｖ２を印加する
第１０スイッチＭ１０と、第２電圧に該当するエネルギーが回収された後、グラウンドレ
ベルの電圧を印加する第９スイッチＭ９とを備える。
【００７１】
第１電圧維持部４３０は、第１維持電圧Ｖ１またはグラウンドレベルの電圧を印加する。
第１電圧維持部４３０は、第１５スイッチＭ１５と第１６スイッチＭ１６とを備える。第
１６スイッチＭ１６は、第１維持電圧Ｖ１の印加のための経路を形成し、第１５スイッチ
Ｍ１５は、グラウンドレベルの電圧を印加のための経路を形成する。第１５スイッチＭ１
５と第１６スイッチＭ１６とは、互いに直列接続される。
【００７２】
第２電圧維持部４４０は、第２維持電圧Ｖ２またはグラウンドレベルの電圧を印加する。
第２電圧維持部４４０は、第１３スイッチＭ１３と第１４スイッチＭ１４とを備える。第
１３スイッチＭ１３は、第１維持電圧Ｖ１の印加のための経路を形成し、第１４スイッチ
Ｍ１４は、グラウンドレベルの電圧を印加のための経路を形成する。第１３スイッチＭ１
３と第１４スイッチＭ１４とは、互いに直列接続される。
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【００７３】
　経路形成部４２０は、第１エネルギーがスキャン電極Ｙに供給され、第２エネルギーが
サスティン電極Ｚに供給されるようにし、第１維持電圧Ｖ１が、第１エネルギー供給部４
００の第1電圧印加部４０３または第１電圧維持部４３０のうち、少なくとも１つ以上か
らスキャン電極Ｙに供給され、同時に第２維持電圧Ｖ２が、第２エネルギー供給部４１０
の第２電圧印加部４１３または第２電圧維持部４４０のうち、少なくとも１つ以上からサ
スティン電極Ｚに供給されるようにし、第１エネルギーがサスティン電極Ｚに供給され、
第２エネルギーがスキャン電極Ｙに供給されるようにし、第１維持電圧Ｖ１が、第１エネ
ルギー供給部４００の第１電圧印加部４０３または第１電圧維持部４３０のうち、少なく
とも１つ以上からサスティン電極Ｚに供給され、同時に第２維持電圧Ｖ２が、第２エネル
ギー供給部４１０の第２電圧印加部４１３または第２電圧維持部４４０のうち、少なくと
も１つ以上からスキャン電極Ｙに供給されるようにする。
【００７４】
このような経路形成部４２０は、第１エネルギーをスキャン電極Ｙに供給又は回収し、第
１維持電圧Ｖ１またはグラウンドレベルの電圧をスキャン電極Ｙに印加する第５スイッチ
Ｍ５と、第２エネルギーをサスティン電極Ｚに供給又は回収し、第２維持電圧Ｖ２または
グラウンドレベルの電圧をサスティン電極Ｚに印加する第８スイッチＭ８と、第１エネル
ギーをサスティン電極Ｚに供給又は回収し、第１維持電圧Ｖ１またはグラウンドレベルの
電圧をサスティン電極Ｚに印加する第７スイッチＭ７と、第２エネルギーをスキャン電極
Ｙに供給又は回収し、第２維持電圧Ｖ２またはグラウンドレベルの電圧をスキャン電極Ｙ
に印加する第６スイッチＭ６とを備える。
【００７５】
第５スイッチＭ５は、スキャン電極Ｙと接続された一端と、第１エネルギー供給部４００
と接続された他端とからなる。第８スイッチＭ８は、サスティン電極Ｚと接続された一端
と、第２エネルギー供給部４１０と接続された他端とからなる。第７スイッチＭ７は、サ
スティン電極Ｚと接続された一端と、第５スイッチＭ５の他端と接続された他端とからな
る。第６スイッチＭ６は、スキャン電極Ｙと接続された一端と、第８スイッチＭ８の他端
と接続された他端とからなる。
【００７６】
次に、図面を参照して本発明の第２実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の動作を
詳細に説明する。
【００７７】
図７は、本発明の第２実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の動作に伴うタイミン
グチャートである。
【００７８】
　第１エネルギー供給部４００がＶｓ／４の電圧で充電されており、第２エネルギー供給
部４１０が－Ｖｓ／４の電圧で充電されているとする。
第１ステップＳ１では、第１エネルギー供給部４００の第１スイッチＭ１と経路形成部４
２０の第５スイッチＭ５とがターンオンし、第２エネルギー供給部４１０の第１２スイッ
チＭ１２と経路形成部４２０の第８スイッチＭ８とがターンオンする。これにより、第１
エネルギー格納部Ｃ１と第２エネルギー格納部Ｃ２とに格納されていた第１エネルギーと
第２エネルギーとが、各々第１インダクタＬと第２インダクタＬ２との共振により、スキ
ャン電極Ｙ及びサスティン電極Ｚに供給される。したがって、スキャン電極Ｙの電圧は、
Ｖｓ/２に上昇し、サスティン電極Ｚの電圧は、－Ｖｓ/２に下降する。
【００７９】
第２ステップＳ２では、第１エネルギー供給部４００の第３スイッチＭ３または第１電圧
維持部４３０の第１６スイッチＭ１６のうち、少なくとも１つ以上と、経路形成部４２０
の第５スイッチＭ５とがターンオンされ、第２エネルギー供給部４１０の第１０スイッチ
Ｍ１０または第２電圧維持部の第１３スイッチＭ１３のうち、少なくとも１つ以上と、経
路形成部４２０の第８スイッチＭ８とがターンオンされる。これにより、スキャン電極Ｙ
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にＶｓ/２の電圧が維持され、サスティン電極Ｚに－Ｖｓ/２の電圧が維持される。
【００８０】
第３ステップＳ３では、第１エネルギー供給部４００の第２スイッチＭ２と経路形成部４
２０の第５スイッチＭ５とがターンオンし、第２エネルギー供給部４１０の第１１スイッ
チＭ１１と経路形成部４２０の第８スイッチＭ８とがターンオンする。これにより、第１
エネルギーと第２エネルギーとが各々第１インダクタＬと第２インダクタＬ２との共振に
より、スキャン電極Ｙ及びサスティン電極Ｚから第１エネルギー格納部Ｃ１及び第２エネ
ルギー格納部Ｃ２に回収される。したがって、スキャン電極Ｙとサスティン電極Ｚとの電
圧は、グラウンドレベルに下降する。
【００８１】
第４ステップＳ４では、第１エネルギー供給部４００の第４スイッチＭ４または第１電圧
維持部の第１５スイッチＭ１５のうち、少なくとも１つ以上と、経路形成部４２０の第５
スイッチＭ５とがターンオンされ、第２エネルギー供給部４１０の第９スイッチＭ９また
は第２電圧維持部４４０の第１４スイッチＭ１４と、経路形成部４２０の第８スイッチＭ
８とがターンオンされる。これにより、スキャン電極Ｙ及びサスティン電極Ｚの電圧は、
グラウンドレベルに維持される。
【００８２】
第５ステップＳ５では、第１エネルギー供給部４００の第１スイッチＭ１と経路形成部４
２０の第７スイッチＭ７とがターンオンし、第２エネルギー供給部４１０の第１２スイッ
チＭ１２と経路形成部４２０の第６スイッチＭ６とがターンオンする。これにより、第１
エネルギー格納部Ｃ１と第２エネルギー格納部Ｃ２とに格納されていた第１エネルギーと
第２エネルギーとが、各々第１インダクタＬと第２インダクタＬ２との共振により、サス
ティン電極Ｚ及びスキャン電極Ｙに供給される。したがって、スキャン電極Ｙの電圧は、
－Ｖｓ/２に下降し、サスティン電極Ｚの電圧は、Ｖｓ/２に上昇する。
【００８３】
第６ステップＳ６では、第１エネルギー供給部４００の第３スイッチＭ３または第１電圧
維持部４３０の第１６スイッチＭ１６のうち、少なくとも１つ以上と、経路形成部４２０
の第７スイッチＭ７とがターンオンされ、第２エネルギー供給部４１０の第１０スイッチ
Ｍ１０または第２電圧維持部４４０の第１３スイッチＭ１３のうち、少なくとも１つ以上
と、経路形成部４２０の第６スイッチＭ８とがターンオンされる。これにより、スキャン
電極Ｙに－Ｖｓ/２の電圧が維持され、サスティン電極ＺにＶｓ/２の電圧が維持される。
【００８４】
第７ステップＳ７では、第１エネルギー供給部４００の第２スイッチＭ２と経路形成部４
２０の第７スイッチＭ７とがターンオンし、第２エネルギー供給部４１０の第１１スイッ
チＭ１１と経路形成部４２０の第６スイッチＭ６とがターンオンする。これにより、第１
エネルギーと第２エネルギーとが各々第１インダクタＬと第２インダクタＬ２との共振に
より、サスティン電極Ｚ及びスキャン電極Ｚから第１エネルギー格納部Ｃ１及び第２エネ
ルギー格納部Ｃ２に回収される。したがって、スキャン電極Ｙとサスティン電極Ｚとの電
圧は、グラウンドレベルに下降する。
【００８５】
　第８ステップＳ８では、第１エネルギー供給部４００の第４スイッチＭ４または第１電
圧維持部４３０の第１５スイッチＭ１５のうち、少なくとも１つ以上と、経路形成部４２
０の第７スイッチＭ７とがターンオンされ、第２エネルギー供給部４１０の第９スイッチ
Ｍ９または第２電圧維持部４４０の第１４スイッチＭ１４のうち、少なくとも１つ以上と
、経路形成部４２０の第６スイッチＭ６とがターンオンされる。これにより、スキャン電
極Ｙ及びサスティン電極Ｚの電圧は、グラウンドレベルに維持される。
【００８６】
　以上のように、第２実施の形態が第１実施の形態と異なる点は、第１電圧維持部４３０
と第２電圧維持部４４０とをさらに備えることにより、スキャン電極Ｙまたはサスティン
電極Ｚに特定電圧が維持されるとき、より確実な電圧維持動作を行なうことができるとい
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うことにある。
【００８７】
　上述したように、従来のプラズマディスプレイ装置では、サスティン電圧Ｖｓのような
高電圧が使用されたが、本発明のプラズマディスプレイ装置では、Ｖｓ/２の電圧が使用
された。したがって、相対的に低コストの素子が使用されることにより、製造原価が低く
なる。
【００８８】
　なお、本発明は、上記の実施の形態に限定されるものではなく、本発明に係る技術的思
想から逸脱しない範囲内で様々な変更が可能であり、それらも本発明の技術的範囲に属す
る。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】通常のプラズマディスプレイパネルの構造を示した斜視図である。
【図２】従来のプラズマディスプレイ装置のエネルギー回収回路を示した図である。
【図３】従来のエネルギー回収回路の動作に伴うサスティンパルスのタイミングチャート
である。
【図４】本発明の第１実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の回路図である。
【図５】本発明の第１実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の動作に伴うタイミン
グチャートである。
【図６】本発明の第２実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の回路図である。
【図７】本発明の第２実施の形態に係るプラズマディスプレイ装置の動作に伴うタイミン
グチャートである。

【図１】

【図２】

【図５】

【図７】



(15) JP 4699146 B2 2011.6.8

【図３】



(16) JP 4699146 B2 2011.6.8

【図４】



(17) JP 4699146 B2 2011.6.8

【図６】



(18) JP 4699146 B2 2011.6.8

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  キム　テヒョン
            大韓民国　ソウル　クァンアクグ　ボンチョンドン　１７０８－１　ドゥサンアパート　２０１－
            ７０３
(72)発明者  ムン　ソンハク
            大韓民国　ソウル　クログ　シンドリムドン　デリムアパート２チャ　２０１－１００２

    審査官  北川　創

(56)参考文献  特開２００３－２８０５７０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－１５２８６５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０６２８４４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１７７７０６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１９４３１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－３３１１４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－０１０３９８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｇ　　　３／２０　　－　　３／２８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

